
桜 井 家 日 本 庭 園 と 周 辺 の 紅 棄 (4三多 町 )

桜井家住宅の母屋や土蔵など言卜9棟 が今年5月 、国の重

要文化財に指定されました。また、日本庭園および周辺

|よ雲南の代表的な紅葉の見所の一つです。
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雲南広域運含



9月 21日 (日)に 木次町チェリヴァホールにて雲南広域連合と島根県木次健康福祉センター主

催で開催しました。

平成12年の介護保険制度の開始から3年 が経過し、今年4月 からは第2期介護保険事業計画に

基づいて介護サービスが提供されているなかで、雲南地域の介護保険の現状と課題の把握、より

良い介護サービスの提供を図るためにはどうしたらよいか様々な提案がなされました。

演 題

講 師

略 歴

「介護保険3年の検証と今後の課題」

龍谷大学 社会学部教授 池田 省三 氏

厚生労働省に設置されている介護関連事業進行

政策会議の委員などを歴任され、介護保険制度
の創設時から深いかかわりを持たれています。

基調講演の主な内容について抜粋して掲載します。

全国で要支援、要介護 と認定されている高齢者は約330万人で65歳以上の高齢者の 1割 余 り、元気なお年寄

りがおよそ 9割 いることを忘れてはならない。元気なお年寄 りにどうやって地域で活躍 してもらい、そのこと

によっていかに要介護者をつ くらないことにつなげてい くかが重要。

高齢者 1人当たり在宅・施設サービス結付霞 全国 2002年 10月

A在 宅夫・施幾小

● 北海道

B在 宅夫・施捜大

● 沖縄県

D在 宅小・施最大

。・Ｓ。。

帥

帥

７，Ｓ。。

臨
セ
鰹
К
コ
ー

ト
碑
赳

０
翌
細
く

一
神
報
皿

● 東京都

Oβ00                 11'00

高齢者1人当たり施設サービス結付額

このグラフは高齢者
一人当たりの在宅サービスと施設サービスの給付額を一つのグラフにしたものである。

全国規模で見ると中国、四国、九)‖ヽ地方は給付額が高 く、首都近郊など大都市圏域は低 くなっている。

雲南地域は全国と比較 しても施設が非常に多 く、特別養護老人ホームの整備率は全国平均の約 2倍 で全国 トッ

プクラスとなってお り、施設入所者が多い施設依存型の地域 といえる。一方、在宅サ‐ビスは全国平均 よりや

や低 く、もっと展開していく可能性がある地域でもある。なお、施設利用の増は給付増、保険料高騰を招 く。
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施設を造るには土地が必要であり、大都市では土地の取得が難しい。一方、地方では土地の取得は容易だが、

家に他人を入れたくない意識が高い。

軍て,)ぢ

要介護認定は心や身体の状態が悪くなればなるほど重くはならない。食事を例にすると

①自分で食べられる ②見守られながら自分で食べられる ③自分の意思で介助してもらっ

て食べる ④ (自分の意思とは関係なく)全 部食べさせてもらう ⑤チューブで栄養を取

るなどがあるが、この中で一番手間のかかる介護は③の自分の意思で介助してもらって食
べる (半介助)に なる。排泄を例にしても同様。このことが要介護認定について色々な意

見が出てしまう理由なのだと考えられる。

あるおばあさんの例
①最近歩くのがつらいからつえを給付してくれないか → つえを給付

②つえだとあんまり遠くにいけないから車椅子を給付してくれないか → 車椅子を給付

③車椅子を自分でこぐのは限界があるからガイドヘルパーをつけてくれないか → ガイドヘルパーをつける

④その結果おばあさんは歩けなくなった。

考ヽ慮ナる。 侮つのポイントツ

①引きこもり防止のクラブで集って交流をしたり、デイサービス等使わなくても朝市でもいいので、交流や社

会性の持てる場をつくる施策。

②お年寄りは食生活に関心が低く、特に75歳以上のお年寄りは食生活に非常に無関心であり、その結果栄養状

態が悪くなって要介護状態になることも多いため、食生活の改善を図る施策。

③筋力の低下を防ぐための筋カ トレーエングの重要性を考慮した施策。

これからの介護保険の大きな課題は、低所得者の方や痴呆性高齢者の方の権利擁護をシステムとしていかに

うまく機能させていくか。介護保険はメインシステムとしてサブシステムをどうやって組んでいくか。介護保

険ができて3年がたったがまだうまく機能していない。これらを解決していくことが今後の大きな課題である。

中山間地や離島の介護保険のお金はほとんど都会から来ており、雲南地域でも80パーセント以上は外からの

お金でまかなっている。いわば地域と地域の助け合いという形。しかも、福祉というのは新しい雇用を創 り出

し、しかも一時的ではなくずっと続き、地元にお金も落とす。公共事業は一時的でしかも原料などよそから調

達されたら地元にお金がなかなか落ちない。そういった意味で介護サービスは新しい形の公共事業ととらえる

と地元の経済に大きな意味がある。

介護保険の給付を軸にして地域の様々な社会資源と組み合わせるサービスを行

うことにより、その地域独 自の地域ケアシステムを構築することが今後はより求

められて くる。例えば愛知県高浜市では、市内の食堂やレス トランと契約 して、

1日 3回 電話一本で中華でも和食でも届けてもらう選択性の配食サービスシステ

ムなどを構築している。

雲南地冴 もを″旨の地域タアシス方ムの構築なg汚 ぅてぐだ「ざら
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プレゼンテ■シ白ン

「雲南地域第1期介護保険事業実施状況」について資料を使って雲南広域連合から説明を行いました。

雲南の前期高齢者 (65歳 ～フ4歳 )と
後期高齢者 (75歳 以上)の推移

(その中の一部資料)

雲南の認定者数の推移
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平成12年4月末2,231人から平成15年3月末3,206人と975人 増カロ(437%増 )

後期南齢者が年々多くなっているため急速に増加しているものと思われる。

また、制度の定着にともない当初認定を見送つていた方たちが認定わ けている。

パネルデイスカウション 『雲南地域の課題と今後の取組み」
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H1241に は後劾高締者が9,562人、前翔高齢者が11‐202

期高齢者が後期高齢者を1,640人上回つていたが、H151末
こは後期高齢者が競期高齢者を上国り、H138未 にモま前期高

′47人、後期高齢者 11,329人となつている。

器ほ轟墓墨墓蓬基藁墓茎華::

この雲南地域で、できるだけ多くの人
が在宅生活を続けられるようにするには
どうしたらよいか、現在の課題と今後の

取組 について、パネリ

ス トの皆 さんの体験か

ら発表 していただき、

デイスカッシ ョンを行
いました。

ノドネr/ズか

横田福祉会居宅介護支援事業所

中林 弘子 氏

■介護保険制度が権利として浸透してきた事によリサービス利用を

希望する人が増えてきつつあるものの、サービスの量や内容が不

十分で、専門性が生かされたケアプランになっていないのではな
いだろうか。介護保険のサービスのみでなく、介護保険適用外の

サービスの充実と利便性を図ることで、個々の利用者にあったサ
ービスの提供が可能となり、利用者のレベル低下を防ぎ、要介護

者を増やさないことに繋がるのではないか。

Eそ れぞれの施設の特性を生かしたサービスの提供や、入院中から

退院後の生活を見据えた上での指導、リハビリを通し、利用者や

家族の声に耳を傾けながら関わることが大切。
介護サ

の家族

ている

―ビス事業者と利用者やそ
の間に立った仕事に携わっ
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赤来町高齢者福祉センター

施設長
加藤 恭司 氏

利用者宅を訪問して行う訪問介護
サービス事業に携わっている。

密この地域の人は遠慮がちで、日常生活が本当に困難になるまで我

慢 している人が多い。また、他人が家庭に入るのを嫌がった り、
ヘルパーに訪問してもらっていることを近所の人に知られるのを

嫌がった りされる傾向にある。このため、住民に対する介護保険

制度の周知や理解を促 していく必要性を痛感 している。

■ホームヘルパーは医療行為ができず、夕」えば床ずれの方のガーゼ交

換もできない。制度の見直しをしてもらうと良い。

■介護保険制度が定着 してきつつある今 日、サービスの質が問われ

てお り、短時間でも味のよい調理ができるような実習をした り、

サービスの自己評価を行ったりして、資質の向上に努めている。

ム
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デイサービスセンターあおぞらの家
施設長
森山 史朗 氏

痴呆性高齢者のデイサービス、グル
ープホームの運営に携わっている。

介護老人保健施設ケアセンターきすき

事務部長
福田 弘 氏

家庭復帰施設 としての運営 に携 わ

っている。

‐アルパイザー

龍谷大学社会学部教授

池田 省三 氏

■これからは小規模多機能の施設が重要になってくると思つている。

痴呆性の高齢者は環境が変わつたり、大人数のところにいたりす

ると不安になる。なるべ くそういうダメージを少なくするために

小規模でデイサービスやショー トステイができ、通つて泊まって

最終的にはもう住んでもいいなと思つたら住めるような施設を目

す旨している。

■痴呆性高齢者がいて家族が共働 きの家庭などは、やっぱり週 5日

ぐらいデイサービスを使わないと仕事をやめないといけないとい

う問題がある。介護保険の前は週 5日 通われていた人も限度額の

関係で週 5日 来られなくなった例 もある。

日保険者や行政の施策で、限度額で足 りなく本当に困っている利用者

や家族を支える施策を考えていかなければならない。例えば出雲広

域では要介護 3,4の 方の限度額を13倍 に、要介護 5を 14倍 に上

乗せし、実際にサービスの利用が出来て助かっている家族がいる。

■雲南地域は特別養護老人ホームは非常に多 く、池田先生 も施設依存

型の地域 と言われていたが、老人保健施設は木次町のケアセンター

きすき、三刀屋町の平成苑、仁多町の老人保健施設の3箇所 しかない。

■老人保健施設には、総合的なケアサービス施設、家庭復帰施設、

在宅ケア支援施設、地域に開かれた施設、とこれまで大 きな役割

が 4点 があったが、この4月 からははっきりとリハビリ実施施設

という役割が加わった。

E現 在当施設ではパワーリハビリを取 り入れてお り、通所 リハビリ

を来年春から痴呆性老人を20人、そうでない人を30人 ぐらいにわ

けて始めたい。また、現在 2ヶ 月に1回 20～ 25人 く
｀
らいの通所リ

ハや入所者の家族の方に参加いただいている家族会介護教室を質

量ともに充実 していきたい。

■在宅サービス事業者が、この人の生活を6カ 月後に

はこうしてみせるというイメージをすることが大事。

利用者の方が在宅での生活がイメージできれば在宅
は伸びる。

E島 根は痴呆性老人ケアについて発信をしてきた地域。
この雲南広域連合でも全国に発信できるものを一つ

開発してみてはどうか。大胆な挑戦を望みます。

■パネリストの方全員が言われたように、介護保険の最低限定めら

れた制度だけでは、なかなか即応性のある住民の方が満足するよ

うな運用がしにくいのではないか。個々の利用者の状況に応 じた

サービスをどう組み立てていくか、制度の限界、関係機関の連携、

利用者の理解、そういうことが問題になってくる。しかし介護保

険は自治事務であり、知恵をだせば介護保険制度の枠は簡単に超
えられるのでこれから検討もしていきたい。

■雲南地域は島根県の中でも平均寿命が一番長く、かつ健康寿命が
一番長い地域。介護サービスを利用することにより、人生を楽し

く生きがいをもって生きられるような地域にしていければよい。
所長 杉原

鞠
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介護|サーービス
今回は、推卜合町社会福祉協議会 ・特別養護老人ホーム 「えがおの里」の

三浦泉さんを紹介します。

「えがおの里」は平成 ]1年 11月 に開所しました。入居者の居住空間に

配慮した個室的雰囲気の居住室や機能訓練室、食堂、廊下等には十分なス
ペースを取り、明るく快適な施設となつてしヽます。平成 12年 4月 より開

始された介護保険制度にも対応するようショー トステイ 6床 、ホームヘル

パーステーションなどを併設しています。

また、環境にもやさししヽ施設として光熱費の約 250/9をソーラーシステム

でまかなつています。
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介護保険料
介護保険料(平成15年1月1日～12月31日)は所得税の年末調整の控除対象(社会保険料控除)となります。

控除に必要な金額は、保険料の決定通知書の金額で確認できますが、決定通知

書は年度の金額 (平成15年 4月 ～ 3月 まで)な のでご注意下さい。

なお申告の際証明書等の添付は必要ありません。

また、次の確認方法で年別の金額がわかりやす くなっています。

韻取徴醸   けの場合
年金保険者から送 られて くる公的年金等の源泉

徴収票に記載 してある金額をご確認下さい。

犠        振誉妥ば抽付善納付)の場合
鶴回座振替の場合

口座振替明細書の金額をご確認 ください。

畿納付書純付の場合

極

ユ

三浦 泉さん
(介護福祉士)

鶴日頃サー ビスを提供する上で心がけていることは

施設の名前が「えがおの里Jであるように、笑顔を忘/tないで利用者さんに接

し、又利用者さんからも笑顔がいただけるような対応を心がけてしヽます。

餞仕事で大変なこと、また良かつたことは何ですか
利用者さんの訴えられることが、分かつてあげられなしヽ時、申し訳ない気持ち

になります。しかし、気持ちが通じた時の利用者さんの顔を見たとき|よ、良かつ

たと思しヽます。また、家族の方からの手紙を利用者さんと読ませていただい

た時、家族の方のあたたかい気持ちをわけていただきました。

鶴好きなこと、趣昧は
趣味で|よなしヽですが料理をすることです。仕事の日は、食卓のおかすが簡単

なものになってしまうので、休日には手の込んだ?おかすやおやつをつくるよ

うにしています。子供の「おかあさん○○またつくつて。Jの声がうれししヽです。

鶴何か一言

朝晩寒くなつてきました。手洗い うがいをしつかりして、風邪をひかないよう

にしましょう。

‐= Ⅲ Ⅲ Ⅲ ″ ■ ■ ″ ■ = 十 ■ = ■ を ■ ″ ″ ■ ■ ヤ を ■ ■ ! = ■ を
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町村名 課  名 電話番号(0854)

雲南広域連合 介護保険課 45-5803

仁 多 町 健康福祉課 54-2フ 8]

横 田 町 町民福祉課 52-2]]3

大 東 町 健康福祉課 43-6]33

加 茂 町 健康福祉課 49-86]2

木 次  阿 健康福祉課 42-]]25

三 刀 屋 町 保健福祉課 45-9501

吉 日 村 健康福祉課 フ4-02]]

桂卜 合  田丁 健康福祉課 62-072ア

頓 原 町 保健福祉課 フ2-]ア フ0

赤 来 町 健康福祉課 フ6-3800
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期 =脅 郡 :大原郡の方|よ飯石郡を、飯石郡

原郡を探訪してしヽただき、雲南地域の見所

「雲南地域8、るさと探訪バスツアー」
引:2国の日曜日に実施しました。

下がつたなどのこ意見が寄せられました。

認柴妻■    南申甲の行つたことのなしヽスポットに出かけて
ませんか?

がア ツ`?― 堤訪先  |

永キ隆記念館

珊石緑が丘公園・ラン識増施設見寧

道の駅「訴来高原」慕膳レストラン

誌来高原観光りんご園

コスモス祭

波多温泉満事の湯

|ビのはイスA:::::滝

鞭 優多鶏未原郡方面

諫そばを車で通ること|よあつても中々立寄ることがなしヽ

ところばかりで色々と知ることができて大変良かつた。

(女、40歳 代、吉田村)

義ほとんど初めてのところばかりで、正に探訪であり、

楽しませてしヽただきました。 (男、50歳 代、掛合町)

鶴幾飯石郡方面

策近くでしヽつでも行けると思い、行く機会がなかつた。

ツアーを企画され、参加できて喜んでしヽる。

(男、60歳 代、木次町)

ノ心配だつた天気が良くて何よりでした。初めてのとこ

ろへ行かせてもらしヽ楽 ししヽ一日で した。又、家族で出

かけてみたしヽと思しヽます。 (女、60歳 代、横田町)
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ね口茨岩倉遺DTlとガイダンス

空外記念鶴

古代鉄歌謡館

食の性

奥出要葡萄園

鬼の言震

亀嵩温泉王隆山荘

鬼の舌震 (仁多町)での一コマ

永井隆記念館(三刀屋町)で熱心に見学される様子



この秋も雲南地域10カ町村と協力し、雲南地域の特産品の販売や、
伝統芸能である神楽の上演、また観光PRを 行うフェアを広島市
西区の大型商業施設アルパークで10月18日 (土)19日 (日)の 2
日間にわたって開催しました。

各町村に分かれたブースでは、大東町や頓原町の 「出雲そば」
をはじめ、赤来町の 「りんごJ、 仁多町の 「仁多米」、横田町の 「青
大豆ざる豆腐」、加茂町の 「手打ち刃物」、木次町の 「乳製品」
や 「野焼き」、三刀屋町の 「緑の桜餅」、吉田村の 「卵かけ専用
醤油おたまはん」、掛合町の 「梅と酢Jな どが人気を集めました。 人気でした出雲そば

ステージでは一日3回 、三刀屋町の中野神楽保存会による勇壮な舞いや、神楽の合間には仁多町の
奥出雲ふるさと会による餅つきの実演販売があり、フェアを盛 り上げました。また、神楽の上演の前
には、集った多くの観客に向けて、雲南lo町村のPRを 行い、雲南の物産や観光地に興味、関心をも
っていただきました。

観光ブースでは町村の観光パンフレットの配布やアンケート、また広島テレビで毎月第一日曜日の
夕方5時15分から15分間放送している番組 「発見 !まるごと奥出雲」のビデオの上映も行いました。雲
南の観光地についての質問も多く、改めて広島県の人の関心の高さと情報発信の必要性を感じました。

ミ
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雲南広域連合では広島県の方に雲南地域の魅力を楽 し

んでもらおうと雲南地域だけを巡るバスツアーを企画、

実施 しました。

バスツアー|よ10月 19日 (日)を 皮切りに11月 16国 (日)

まで、計6回 実施 し、延べ275人 の方がツアーに参加さ

れました。

ツアー内容として|よ「鬼の舌震を下流から上流への通

り抜けで散策 (仁多町)」 「食の杜で、焼きたての焼き

さばや焼きさばす し、こだわ り豆腐や有機野菜サラダな

どの昼食と芋ほり体験 (木次町)」 「奥出雲葡萄園でワ

インの試飲と地下樽貯蔵室の見学 (木次町)」 「力日茂岩

倉遺跡とガイダンス見学 (加茂町)」 「トロッコ列車乗

車体験」です。

参カロされた皆さんから|よ、楽しかつた、知らなかつた

がまた来たいなどと好意的な声が聞かれ、これからも雲

南地域の魅力の PR

や実際に体験 してしヽ

ただくしヽい機会の提

供が必要だと感 じら

れました。

また、ツアー初回

の様子|よ広島テレビ

が同行取材を しテレ

ビ放映されました。

今年で7年 目を迎える島憾県の全市町間が参角口して

広島市で開催する一六イベント。

特産品の販売や、屋外での屋台間、また娼B土芸台ヒ披

麗など島眠県の魅力が)総 です !!

要南地域の各町間がらも特産晶販売や屋外屋含間に

多<の 出届があります。

広島県の矢口人、反人の方にセぜひご紹介<だ さい。

奥
出
雲
葡
萄
園
で
の

ワ
イ
ン
の
試
飲
の
様
子

）

ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
中
で
の

取
材
の
様
子

広島市中区 広島グリーンアリーナ

(広島県立総合体育館)
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アナウンサーも芋ほりにチャレンジ

め
す
ら
し
そ
う
に
焼
き
サ
バ
を

曽
さ
ん

昨年の島根なヽるさとフェアの様子

ゴ月丁7日仕)・ゴ3日 個)の2日間



るヽさとのひとコマ

三刀屋町ti睾寺弥山

古くから出雲大社信仰の遥拝の山として知られる

事寺弥山。このほど山頂と掌寺遊山荘の登山口に鳥

居を建立、山頂付近の樹木も伐採され、稲佐の浜を

始め360度 のパノラマが楽しめます。ぜひ一度登つ

て烏居から遥拝してみては1

Vbl.10

峯寺卍

▲
軸

回 因 函 困 買 E 回

歳末チャリティ余芸大会

文化体育館アスパル

心と知恵を出し合つてみんなでつくるチャリティ余芸大会。

★三刀屋町社会福祉協議会

TEL 0854‐45‐3659

【楼井暫夫wにh世良公則l神本宗幸(P)
加茂町文化ホールラメール

櫻井さんと世良さんのオリジナル曲や洋楽チ8楽のカバー曲

等のアーコスティクライブ。前売り4500円 、当日5,000円

★力B茂町文化ホールラメール

TEL 0854-49-8500

グリーンシャワークリスマスパーティー

吉田グリーンシャワーの森

フリードリンク、フリ千フ~ドでの立食パーティー。

参加者全員にオリジナルプレゼント進呈。

★吉ログリーンシャワーの森

TEL 0854-フ 4‐0210

第12回神話の森のPIlれあいコンサート

『買艦芳中国の調べ」
古代鉄歌謡館

アジアを代表する二胡奏者貢

鵬芳氏による本場の中国音楽

を心ゆくまでこ堪能くださしヽ。

前売り21500円 、当日3,000

門 (全席自由)

☆古代鉄歌謡館

TEL 0854-43‐ 6568

餅つき体験

「新年を手づくりお朗で迎えましょう!J
吉田グリーンシャワーの森

おもちつきを体験して、つきたて餅のぜんざいや

雑煮を食べ、その上お持ち返り分の用意もあります。

☆吉田グリーンシャワーの森

TEL 0854-フ 4-02]0

第9回 フェエックスコンサー ト

加茂町文化ホールラメール

音楽を勉強してしヽる方たちの発表会。ピアノ、電

子オルガン、歌、管楽器の演奏など。

出演者参加費31000円 、入場料は無料

★加茂町文化ホールラメール

TEL 0854-49-8500

仁多乃炎太鼓 「大晦日年越演奏」

仁多集合庁舎前

回 因 四 困 買 ■ ■

2 6 2 7 2 8   ∞ 3 1

元旦に 1年 の健康

を祈願し、200人 余

りの老若男女が町

内を馬図サ抜けます。

★掛合町教育委員会

TEL

0854-62-00]3

第24回 樹氷展

横田町コミュニティセンター展示室

恒伊」の年越炎太鼓ライブ。

2004年 にむ|ナて、町に木魂

する炎太鼓でカウントダウン!

☆三成 山田孝之助さん

TEと 0854-54-10フ 6

絵画、デザイン、書、写真、工芸など、今年度の島根

県総合美術展での仁多郡関係者の招待 入賞作

品を一同に展示します。 入場無料

☆横田町役場教育委員会

TEL 0854-52-202]

元旦マラツン

町民体育館

琴引フォレストll‐クスキ■場オニプン

キッズルニムやソリゲレンデなど子供も遊

べるフアミリ‐ゲレンデ。初心者も大歓迎!

★琴51フォレストパークスキー場
TEL‐0854-フ 21021  ‐

もちつき、みかんのサービスがあります。

スノ千ボ■ドの滑走も可能となりました。

☆横田麟地域振興課

TEL 0854・62-2干]3

企画スノ‐ボード滑走可能。ソリエリアも

あり、こ家族でゆうくり過こせます。

☆赤来高原スキ■場
TEL 0854‐45-5880

●雲南地区の観光、イベントj膳幸最、介護保険について掲載0

雲南広域連含ホームベ ージアドL /ス1ま


